
【本補助金の事業計画書のポイント】

【取組みのきっかけ】
子育て支援に取組んでみようと思ったきっかけの
エピソードや、お客様・周りの方からの声など、
具体的な例があればぜひ教えてください。
箇条書きでも構いません。考えを書き出すことが
大切です。

【あなたの強み】
あなたの強み（資格、経験、立地の良さなど）は
なんですか？小さなことでも遠慮せずに
「実は私…〇〇なんです！」を教えてください。

【事業名】
あなたのやりたいことにぴったりな事業名を考え
てみましょう。

評価基準：必要性ⅱ）の評価ポイント



【現状・課題】
どんなことに悩んでいますか？
困っていることなど、現状をそのまま書いてい
ただいても構いません。
「〇〇ができていないなあ」と思うことを書い
てみて、まずは現在の状況や課題を整理してみ
ましょう。
【考えられる原因】
現在の状況や課題を整理した後は、その原因に
ついて考えてみましょう。

【対策】
どんな対策ができそうでしょうか？
考えた対策で、あなたの悩みは解消できそう
ですか？

【内容】
対策を具体化させて、あなたの「これやりたい！」
を教えてください。
「課題」-「原因」-「対策」-「内容」がつながり
を持っていますか？
評価基準：妥当性ⅰ）の評価ポイント



【数値目標】
目標を立ててみましょう。
どのくらいの成果があれば、成功といえるで
しょうか？新規顧客数や、サークル参加者数
など、できるだけ数値化するように検討して
ください。
評価基準：必要性ⅲ）の評価ポイント
注意：「顧客満足度の向上」はどう数値化しますか？

➡テーブルにアンケートを設置。
精算時に提出していただいたお客様にお菓子のプレゼント 等

※この場合、アンケートの印刷費用、お礼のお菓子に係る代金は、
補助対象となります。

【周知の取組】
サービスの対象者へ情報が届くような周知
方法を考えてみましょう。
今取組んでいる周知の強化でも構いません。

評価基準：妥当性ⅳ）の評価ポイント

【事業の対象者の範囲】
【想定している対象者数】
サービスの対象者が特定の人に偏っていま
せんか？



【スケジュール】
スケジュールはキツくないですか？
ちょっとゆっくりなくらいがちょうどいいかも
しれません。

【成果・効果】
半年後、どうなっていたいと思いますか？
あなたも親子連れもハッピーになっていますか？

【今後の展開】
あなたが考える今後のサービスの展開について
書いてみてください。
評価基準：チャレンジ性ⅲ）の評価ポイント

【継続できると判断するポイント】
「〇〇な状態だったら今後もやっていけるな」と
思える基準を書いてみましょう。


